
［標準様式例7-2］

契 約 変 更 年 月 日 令和8年2月25日

契 約 業 者 名 日本工営株式会社

契 約 業 者 の 住 所 山梨県甲府市丸の内2丁目１６－７

業 務 の 名 称 Ｒ６切石地区外築堤護岸等設計業務

業 務 場 所 甲府河川国道事務所管内

業 種 区 分 土木建設関係コンサルタント業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和7年6月4日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和8年3月27日

変 更 前 の 契 約 金 額 48,015,000円（税込み）

変 更 金 額 ＋12,815,000円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 60,830,000円（税込み）

変 更 理 由

（最終）契約変更の内容

　・護岸設計　　　　　　　　　１式
　・樋門設計　　　　　　　　　１式
　・排水工設計　　　　　　　 １式
　・暫定堤防設計　　　　　　１式

（変更した内容について記述
する）

※（第○回、最終）は、途中変更契約の場合には「第○回」に○印をつけ変更の回数を
　記入する。最終変更の場合は「最終」に○印を付ける。

１．	護岸詳細設計
　現地踏査の結果、増利地区、井戸地区、大田和地区及び高田地区における検討を削
除し、西八幡地区を追加し、減工する。

２．	護岸修正設計
　工事施工箇所における修正設計の必要が生じたため、大野地区及び手打沢地区にお
ける設計を追加し、増工する。

３．	河道整備設計
　万力地区における設計を追加する必要が生じたため、増工する。

４．	樋門詳細設計
　現地精査の結果、切石地区における設計を削除し、減工する。

５．	排水工詳細設計
　切石地区における排水工工事のための設計の必要性が生じたため、切石地区におけ
る設計を追加し、増工する。

６．	暫定堤防予備・詳細設計
　現地精査の結果、切石地区の予備・詳細設計、及び切石地区の暫定樋管予備・詳細
設計について追加し、増工する。

７．BIM/CIM活用（発注者指定型）
　BIM/CIM活用について、実施項目及び範囲が確定したことに伴い、増工する。

８．履行期間
　履行期間は、上記工種の増工により２８日間延長し、令和８年３月２７日までとする。


